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となる0 3漂 )は一つの- - ド督励起し,ば と 〔361(l',S〕 は一つの横-
～ ドと一つの携モー ドを同時に励起する部分である . す絶 ち, -3･e_i1-は元 々
a+ と aの一次形式,3･d21は 二 次形 式 で書かれているのであるが,今その
哩- Dの時の横成分を放起子モ- ドbv+(酌 を用いて表わす怒らば
jJ51)- ∑ 3y(o)〔by'侶 ⊥-bu(0㌧〕〟
jl'2'-yEy,%,Jyリ′(q･J ) ･b:(qJ) ⊥
Xyz"lbyty(一打 :r vy〝y7- by"(qJ);ruy〝y′〕
〔jlM ･S〕- 錆 王…,(q ′申 y+醐 ⊥+b〆-A/,l 〕
･ 〔bJJト q′)df by′(q,)/, 〕
の形に在り,jl(1)は励起状態 bI(町 O' と,ji(2)と 〔31(1),S〕は励起状














して取扱 う必繋がなくて,単一イオンの電子励起 と考えてよかった O磁性化合
物の電子励起をフレンケ/レ励起子として取扱 う必要が生じてきたのは趣 く最近
(1968年頃)のこと-である. したがって,この分野での励起子i,究は未だ






分子壕を考慮して,S,M - S- S-1,Ms'- S-1励起から作られる励起S
子である｡
§1 反強磁性体における異った副格子闇の励起移動









い｡ (21' ここで述べた励起のスピン禁止典鳴伝達の稼魔 は一般の反強磁性陸
に適用出来ると考え られるが,MnF2の例等ではこの薩の典鳴転達q磯.･:率が非
常に小さvlことを示す実飯 もあるO これは phorlC!r?効果で参ろうか?
§2 スピン許容励起移動
例えは 4歯 の副格子を持つ反強磁性 体では,同じスピン方向菅もつ異った副
格子闇のスピン許容励起容融が･Da･vy｡ov分裂として観熟されるoCr205
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異性 もあって非常に大きいが,-静的にはどうであろうか ? この間潜は次に
述べる励起子の分散の間好 と置換しているO
§5 励起子の分散
･TF12の dA1- 4Al,4E遼夢では ･ T津 下で 5薩の励起子畢塀が期待
されるが ,その中の ト稜の励厨子で C軸方向の -74C,蒜1にも連する分散が
励起子⊥マグノン吸収を適して見つかった ｡
〔閉経点〕 (1) C軸上にある近擦 イオン間の交換相互作用パラメータJの
値は D.24｡-mlで ,このJを用いると 1C忘1程度の分散しか期待出来をい O励
起移動(･'rL_寄与する交換相互作用をもつと定量的に弘べる必要があるO (2.)閑静
にした 5亀の励起子の申,~他の 2瞳の励起子では分散華殆んど在vIQこの理由
は ? pbonon効果が整賢そ うに思われる｡
§4 励起子 ,- マグノン相互作用












この吸収は臨界温度 TN以上で相当高温迄はっきり観預帽 れる (青碗氏の講







う孜複雑な吸収が酸化物磁性体で見出される o 例えば YCrO5反強磁性棒では
exclton一magnon吸収に,excitonと2箇の magnonが励起されている
ように見える吸収が観測される｡ しかし,今迄の確論では exoitonと偶数歯








Yanaseは magneもic eXciton と呼んだ . magnetic eXoiもonを考える
ことにより,(イ)f⊥ヰd吸収,又はその逆の発光 ピークの red-shift (臨界
温度の上から下に温度を下げると長波長側に shifも)を説明出来 る ;回 外
部磁場をかけた歩合の偏光スペクト)Vを都合 よく説明出来る.但し 伸 では
S-band と d-barT.dの混入効果は′j＼さいとし孜ければ怒ら複 い o magnetic
excitonは,励起電子がはじめ存在していた ba,nd (i-band)が充蒲帯で
夜V,と云 う意味で,普通の Wannier励起子とは異って居 り,又,励起準位が
巾広い band (a-band)であると云 う意味で普通の Frenkel･励起子とは異
つ七いる. 更に進んだ定量的研究が望まれるo
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